
年度 一 般 会 計 特 別 会 計合 計

基 金 8,365 1,837 10,202

市 債 34,971 31,838 66,809

基 金 6,362 1,609 7,971

市 債 35,086 31,999 67,085

基 金 3,500 1,000 4,500

市 債 36,000 31,000 67,000

16

17

18

市債 ・ 基金 残 高の 推 移

ま
た
、
本
年
度
の
補
正
予
算

は
借
金
で
、
く
ま
ね
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
南
丹
市
の
財

政
事
情
は
大
変
厳
し
い
と
議
会

も
市
当
局
も
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ

て
い
ま
す
。
今
、
一
度
地
方
債

（
借
金
）
の
中
で
、
交
付
税
算

入
と
し
て
国
か
ら
後
年
、
分
割

で
支
払
わ
れ
る
多
く
の
事
業
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
交

付
税
算
入
が
い
く
ら
に
な
る
か

議
会
と
し
て
精
査
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
厳
し
い
こ
と

に
代
わ
り
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う

な
中
で
も
合
併
協
で
約
束
さ
れ
た

各
町
の
事
業
は
進
め
な
け
れ
ば
ば

公
約
違
反
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
提
案
し
ま
す
が
、
も
う

一
度
、
民
間
会
社
の
経
営
手
法
と

感
覚
を
市
の
上
層
部
が
も
ち
、
官

僚
と
言
わ
れ
る
職
員
の
方
は
手
堅

く
法
律
、
条
例
、
規
則
を
遵
守
さ

れ
確
実
に
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
。

し
か
し
帳
面
上
は
、
資
金
余
裕

が
あ
っ
て
も
支
払
い
が
で
き
な
い

の
が
現
実
で
、
時
間
と
の
勝
負
で

あ
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
も
重

要
だ
。
新
市
町
づ
く
り
に
一
本

筋
の
通
っ
た
信
念
が
あ
れ
ば
、

儲
け
る
工
夫
も
わ
い
て
来
ま
す
。

職
員
は
宝
、
活
か
す
の
も
市

長
と
言
う
社
長
の
腕
次
第
、
決

し
て
職
員
の
希
望
を
失
わ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
も

う
一
度
理
事
者
一
丸
と
な
っ
て

財
政
危
機
を
乗
り
き
ろ
う
と
す

る
覚
悟
が
必
要
で
す
。
商
売
人

な
ら
誰
で
も
経
験
し
た
こ
と
で
、

金
が
な
い
金
が
な
い
と
言
っ
た

キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
と
し
た
発
想
で

は
よ
い
考
え
も
、
決
断
力
は
生

ま
れ
て
こ
な
い
が
、
メ
リ
ハ
リ

の
利
い
た
予
算
執
行
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ト

ロ
イ
カ
（
３
人
）
方
式
の
悪
い

面
が
出
ぬ
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

グリーンレポート
活き活き 安全安心 まちづくり N0 3

発行 活緑クラブ
南丹市議会議員

八木 眞 高橋芳治
矢野康弘 藤井日出夫
川勝儀昭 松尾武治

どうなる "市域の活性化・市民の利便性・市域の一体感・定住策"

不安が残る "財政の長期展望・市民の安全・安心”

住民主体の行財政改革、情報公開、住民と行政の協働推進で市民

が身近に感じる市政が求められる

南
丹
市
の
財
政
展
望

19
年
予
算
は
、
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
で
編
成
さ

れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
20
年
度
予
算
編
成
が
危
ぶ
ま
れ
、
基

金
の
枯
渇
が
想
定
さ
れ
る
。

旧
４
町
が
合
併
し
て
、
１

年
半
が
過
ぎ
た
、
南
丹
市
で

は
早
や
く
も
、
市
役
所
の
再

編
が
行
わ
れ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
合
併
協
議

会
の
中
で
は
、
一
部
の

地
域
だ
け
が
発
展
し
、

周
辺
の
地
域
が
拡
大
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

一
部
の
地
域
だ
け
が
発

展
し
、
周
辺
の
地
域
が

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は

な
い
の
か
と
言
う
こ
と

が
問
題
だ
っ
た
。
合
併

に
よ
り
行
政
基
盤
は
充

実
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た

行
政
改
革
の
推
進
は
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
中
で
総
合
支
所
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。

７
割
程
度
の
職
員
数
で
総

合
支
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
合
併
協
議
会
で

の
公
約
で
も
あ
り
、
わ
ず
か

１
年
半
で
、
支
所
の
職
員
数

が
削
減
さ
れ
る
の
で

は
、
市
民
の
理
解
か

得
ら
れ
る
の
か
い
さ

さ
か
、
心
配
す
る
と

こ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
市
民
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
現
在

の
職
員
数
で
の
総
合

支
所
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

な
で
、
１
年
半
で
組

織
機
構
の
見
直
し
な

け
れ
ば
ら
な
い
の
か
、

私
は
理
解
に
苦
し
む

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

６
月
議
会
に
、
行
政

組
織
関
係
の
条
例
が

提
案
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

具体的な施策（抜粋）
☆頑張る地方支援プログラム
「魅力ある地方」の創出に向けて、地場産
品の発掘やブランド化、少子化対策、企業立
地促進等の地方独自のプロジェクトを自ら考
え、前向きに取り組む地方自治体に対するあ
らたな支援措置。
☆地域の強みを活かした企業立地 促進支援

☆地域雇用の再生支援
☆地域固有の有形無形の資源を活かす
☆中小企業による地域資源を活用した取り組
みへの支援
☆地域固有の資源によるバイオマス生産・利
活用の推進
☆農産漁村への定住等及び地域間交流の促進
☆魅力ある観光地・観光産業の創出等

「魅力ある地域」への変革に向けて
地域のやる気を支援 各省連携・政府一体で施策展開

政府資料の抜粋

横断的基盤

１．都市再生（まちづくり交付金等）

２．中心市街地活性化（暮らし・にぎわい再生等）
３．構造改革特区
４．地域再生（地域再生基盤強化交付金）

５つの視点

知恵 担い手

資源 交流 基盤

国の情報を市政に

政府が取り組む「地域のやる気」支援
策を活かした南丹市のまちづくりを「活

力クラブ」では提言していきます。

平成１９年度
予算を可決

安倍内閣の最重要課題である地域活性
化の推進のため、やる気のある地域が独
自の取り組みを推進し、知恵と工夫にあ
ふれた魅力ある地域に生まれかわるため
の努力を政府全体で応援をしていくため
の政策です。

行政組織の再編 高橋芳治



財
政
の
長
期
展
望

予
算
審
議
の
冒
頭
で
、
財

政
の
長
期
見
通
に
つ
い
て
資

料
請
求
を
し
ま
し
た
が
、
合

併
協
議
会
で
は
財
政
計
画
を

示
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
合

併
の
賛
意
を
求
め
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
わ
ず
か
一
年
で
長

期
計
画
が
な
い
と
の
回
答
、

財
政
運
営
は
、
長
期
見
通
し

を
ベ
ー
ス
に
諸
般
の
状
況
変

更
に
応
じ
て
見
直
す
も
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
期
見
通
し

は
検
討
中
と
の
回
答
で
し
た
。

、
地
域
情
報
網
の
整
備

日
吉
地
域
で
は
、1

8

年
度

事
業
で
、
地
域
情
報
網
の
整

備
事
業
が
完
了
し
ま
す
。
地

域
情
報
網
の
整
備
事
業
に
は

多
く
の
可
能
性
が
あ
り
、
市

役
所
か
ら
の
情
報
提
供
に
止

ま
ら
ず
、
住
民
側
か
ら
の
発

信
も
可
能
で
す
。
多
く
の
可

能
性
の
中
か
ら
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
活
用
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ゴ
ミ
の
処
理

事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る

可
燃
ゴ
ミ
の
処
理
は
、
キ
ロ

あ
た
り
20
円
の
財
政
負
担
と

な
る
、
家
庭
が
排
出
す
る
ゴ

ミ
同
様
分
別
の
徹
底
で
財
政

負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
す
。

編
集
後
記

カ
ン
ポ
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
試
験
運
転
の
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
に
課
題
が
残
る
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

活
緑
ク
ラ
ブ
の
所
属
議

員
は
６
名
で
す
が
、
紙
面

で
、
19
年
度
予
算
審
議
を

も
と
に
、
市
政
を
見
て
み

ま
し
た
。

議
会
で
は
、
提
案
さ
れ

る
議
案
に
直
視
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
る

南
丹
市
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

平成１９年度の南丹市予算は３月議会に可決されたが、限られた予算の

なかで市長の手腕を期待する。行財政改革とともに、住民自治が必要とな

り、行政が行うこと、市民で出来ることを見定め、協働によるまちづくり

が求められているが、市政運営には具体策が見えない。

”南丹市議会「活力クラブ」が見た１９年度予算の課題＆視点”

予算審議

松
尾
武
治
議
員

新
し

い
農

政
と

南

丹
の
農

業

今

回
は
品

目
横

断
的

経

営
安

定
策
に

向
け

、
そ

の

一
段

目
基
本

的
施

策
と

し

て
環

境
、
水

、
農

業
を

司

る
施

策
が
実

行
さ

れ
よ

う

と
し

て
い
ま

す
。

そ
の

事

の
実

現
に
は

多
く

の
農

家

や
隣

村
と
の

協
調

も
し

、

農
家

集
団
だ

け
で

は
な

く

そ
の

村
の
環

境
を

守
ろ

う

と
す

る
団
体

（
自

治
体

、

消
防

団
、
子

供
会

）
一

体

と
な

っ
て
取

り
組

ま
ね

ば

な
ら
な

い
。

今

ま
で
日

吉
町

に
お

い

て
は

一
体
的

な
取

り
組

み

を
ま
と
め
る
「
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
」
を

任
命

し
て

、

地
域

農
業
の

世
話

役
に

位

置
づ
け

て
き

た
が

、
19

年

度
は
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
度
」

を
置

か
な
い

こ
と

と
な

っ

て
い
る

。

理

事
者
の

答
弁

で
は

、

今
後

の
農
業

施
策

の
中

で

は
有

効
な
手

段
と

考
え

、

前
向

き
に
復

活
を

検
討

す

る
と

な
っ

た
。

ま
た

時
期

は
い

つ
ご

ろ
か

ら
復

活
す

る
の

か
、

早
急

な
る

実
現

を
要

求
し

。
今

そ
の

必
要

性
に
つ
い
て
、
農
業
、
水
、

環
境

の
施

策
を

実
行

し
よ

う
と

す
る

と
き

是
非

必
要

な
制

度
と

考
え
る

。

２

０
年

度
の

施
策

に
反

映
す
る
よ
う
に
建
議
を
し
、

実
行

を
す

る
。

農
業

委
員

会
事

務
局

長
の

同
意

を
取

り
付
け

た
。

有

害
獣

鳥
捕

獲
対

策
事

業
に

つ
い

て
、

予

算
１

７
０

万
円

増
で

は
あ

る
が

内
容

的
に

充
実

し
て
い
る
の
か
を
正
し
た
。
。

捕
獲
賞
金
は
合
計
で
２
，

５
７

５
万

円
と

な
り

、

鹿
、

雌
・

雄
の

合
計

８
４

２
頭

、
猪

１
３

０
頭

、
猿

２
６

頭
、

ア
ラ

イ
グ

マ
１

１
１

頭
と

数
字

的
に

出
て

い
る

。
猟

友
会

の
方

々
も

高
齢

化
し

捕
獲

後
処

理
等

多
々
問
題
が
あ
る
と
聞
く
。

こ
う

い
っ

た
山

を
守

る
文

化
が

無
く

な
り

つ
つ

あ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

。
今

後
、

地
方

の
里

山
や

田
園

文
化

の
興

隆
に

努
力

し
て

い
き

た
い

。
。

総務関連予算

☆ 幼稚園摩気分園、西本梅分園の廃止活用

について。

摩気分園は、昭和33年に設立、建物は老朽

化しており、地元からの要望もないので更地

にする。西本梅分園は昭和55年に設立、建物

は十分使える。水洗化も出来ているので地元

と協議する。

☆ 宝くじ市町村振興協会交付金について。

電子自治体推進事業費に充当

☆ 契約管理システム管理費につて

電子入札の導入は出来るだけ早い時期に導

入したい。導入に伴う規制等の改正が必要に

なる。

☆小 学校改修費

西本梅小の体育館の屋根修理、吉富小のプー

ル改修、知井小学校の体育館の屋

根修理、中学校改修費は、園中の

図書室のエヤコン設置、美山中のランチシス

テム・図書室のエヤコン設置

総務常任委員会情報
新しく設置される副市長・会計責任者の職

務・権限

自治法１６７条にあるが、市長の命を受け

政策及び企画を司り、その補助機関である職

員の関連する事務を監督し・・・基本的には

いろんな事務の権限を委任できることになる

が、規則で定め直ちに告示行為をすることに

なる。会計責任者は、事務の内容等は収入役

と変わらない。基本的には専任の職員で一般

職員の部長級。

藤
井
日
出
夫
議
員

矢野康弘議員

産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
所
管
調
査
の
範
囲
は
広
い
。

土
木
建
設
、
都
市
計
画
、
農

業
林
業
、
商
工
業
、
地
場
産

業
、
上
下
水
道
、
等
々
で
あ

る
。こ

の
委
員
会
の
重
要
な
事

項
は
歳
入
に
お
い
て
の
、
地

方
交
付
税
の
削
減
で
あ
る
。

今
期
予
算
で
見
て
み
る
と
発

注
事
業
が
対
前
年
比
30
数
パ
ー

セ
ン
ト
減
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
お
の
づ
か
ら
旧
四
町

の
継
続
事
業
の
遅
れ
が
懸
念

さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
新
規
事

業
は
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
こ

と
が
多
く
な
る
。
し
か
し
合

併
条
件
と
し
て
園
部
の
中
心

市
街
地
再
開
発
に
お
け
る
事

業
、
八
木
町
に
お
け
る
吉
富

駅
西
区
画
整
理
事
業
、
八
木

駅
西
本
郷
区
画
整
理
事
業
、

併
せ
て
駅
舎
の
改
築
、
美
山

に
お
け
る
基
幹
産
業
で
あ
る

森
林
を
活
か
す
新
た
な
事
業

や
、
観
光
立
国
構
想
な
ど
計

画
通
り
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
予
算
の
使
い
方
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
こ
の
委
員

会
で
は
法
律
、
条
例
、
規
則
、

収
支
、
の
バ
ラ
ン
ス
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

加
え
て
資
金
繰
り
、
決
断
力
、

リ
ズ
ム
感
等
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
た
い
す
る
経
営
感
覚

も
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
逐
一
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
働
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
議
会
と
し
て
新
た

な
能
力
が
要
求
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

八
木

眞
議
員

安
心
・
安
全
な

環
境
の
ま
ち
南
丹
市
を

南
丹
市
の
船
井
衛
生
管
理
組
合

へ
の
実
質
負
担
金
は
４
億
８
千
２

百
余
万
円
で
あ
る
。
基
金
残
高
が

底
を
尽
い
た
と
の
説
明
で
あ
る
が
、

キ
ロ
当
た
り
35
円
と
い
う
カ
ン
ポ

へ
の
、
ゴ
ミ
焼
却
委
託
料
は
適
正

妥
当
な
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
般
家
庭
ゴ
ミ
処
理
の
委
託

を
し
て
カ
ン
ポ
に
お
い
て
、
昨
年

末
法
定
基
準
を
30
％
上
回
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
、
府
の
指

導
に
よ
り
現
在
焼
却
炉
は
停
止
さ

れ
て
い
る
。
カ
ン
ポ
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
排
出
濃
度
を
自
主
目
標
０
．

０
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
設
定
し
、
行

政
立
ち
合
い
の
も
と
に
試
験
運
転

し
測
定
し
た
が
０
．
０
６
３
ナ
ノ

グ
ラ
ム
と
い
う
測
定
結
果
で
あ
っ

た
。
合
併
前
、
旧
八
木
町
に
お
い

て
は
公
害
を
出
す
可
能
性
の
あ
る

施
設
設
置
は
近
隣
の
町
と
し
て
、

反
対
の
意
見
書
を
京
都
府
に
提
出

し
て
い
る
。
カ
ン
ポ
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
当
時
川
辺
地
区
と
園
部
町

と
カ
ン
ポ
に
お
い
て
、
公
害
防
止

等
の
三
者
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
合
併
し
た
今
、
隣
接

す
る
八
木
町
室
河
原
や
美
里
、
船

枝
地
区
と
も
協
定
を
結
び
直
し
、

南
丹
市
も
行
政
と
し
て
管
理
、
監

督
、
指
導
を
今
後
徹
底
す
べ
き
で

あ
る
。
近
隣
地
元
住
民
の
方
々
の

た
め
に
も
、
悪
臭
や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
の
有
害
物
質
の
で
な
い
、

確
実
な
体
制
で
運
営
さ
れ
な
い
限

り
、
運
転
を
再
開
す
る
べ
き
で
は

な
い
。

【
更
生
常
任
委
員
会
よ
り
】

川
勝
儀
昭
議
員


